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医師偏在対策の
規制的手法
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８
月
末
公
表
の
医
師
偏
在
是
正
の
総

合
的
な
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
骨
子
で
は
、

規
制
的
手
法
に
大
胆
に
踏
み
込
ん
だ
。

　

医
師
少
数
区
域
等
の
勤
務
経
験
を
有

す
る
医
師
を
大
臣
が
認
定
（
認
定
制

度
）
し
、
そ
れ
を
管
理
者
要
件
と
す
る

病
院
の
拡
大
は
保
険
者
等
か
ら
要
望
も

強
い
が
、
病
院
長
に
な
り
た
く
な
い
若

手
に
は
逆
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
だ
ろ
う
。

　

６
年
前
の
医
師
偏
在
是
正
法
案
に
先

立
つ
検
討
会
は
「
規
制
的
手
段
に
よ
っ

て
強
制
的
に
配
置
す
れ
ば
足
り
る
。
へ

き
地
等
に
あ
て
が
う
と
の
発
想
に
依
存

す
べ
き
で
な
い
」
と
し
、
認
定
制
度
も

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
だ
と
説
明
し
て
き
た
。

医
師
養
成
や
偏
在
是
正
は
中
長
期
の
対

策
が
必
要
だ
が
、
も
う
転
換
す
る
の
か
。

　

外
来
医
師
多
数
区
域
に
お
け
る
新
規

開
業
希
望
者
へ
の
医
療
機
能
の
要
請
等

を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
保
険

医
制
度
で
の
取
扱
い
の
検
討
も
掲
げ
る
。

現
在
、
外
来
医
師
多
数
区
域
で
新
規
開

業
す
る
場
合
、
外
来
医
療
機
能
の
分

化
・
連
携
の
方
針
に
従
い
、
休
日
・
夜

間
の
輪
番
制
へ
の
参
加
等
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
偏
在
是
正
効
果
は
限

定
的
だ
ろ
う
。

　

国
民
皆
保
険
下
で
の
保
険
医
療
機
関

や
保
険
医
の
指
定
拒
否
は
実
質
的
な
開

業
規
制
に
な
り
、
憲
法
が
保
障
す
る
営

業
の
自
由
と
の
関
係
で
慎
重
な
検
討
が

必
要
だ
が
、
医
療
法
で
の
診
療
科
ご
と

の
医
師
数
の
定
め
や
違
反
す
る
場
合
の

勧
告
等
の
前
提
は
整
え
ら
れ
る
の
か
。

ど
こ
ま
で
法
制
的
に
検
討
し
た
の
か
。

　

地
域
枠
の
９
割
弱
、
地
元
出
身
者
の

８
割
弱
が
地
元
に
定
着
し
て
お
り
、
医

学
部
の
地
域
枠
・
地
元
枠
を
拡
充
し
、

偏
差
値
で
な
く
志
の
高
い
者
を
入
学
さ

せ
、
地
元
で
臨
床
研
修
を
受
け
、
キ
ャ

リ
ア
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
必
要
な
地

域
・
診
療
科
で
働
い
て
も
ら
う
と
い
う
、

地
域
住
民
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
本
道
の

偏
在
対
策
を
ぶ
れ
ず
に
推
進
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。


